
基幹相談支援センターの設置・運営に係る市町村研修会の実施について（案） 

 

基幹相談支援センターは、地域における相談支援の中核的な役割を担う機関として、

障害者相談支援事業及び成年後見制度利用並びに３障害を対象とした相談等の業務を

総合的に行うことを目的としているところ。 

本県においては、平成 27 年 4 月 1 日現在、16市町村に設置されているが、その設置

促進に向けて、以下のとおり研修会を実施することとしたい。 

 

１ 目的 

（１）市町村における基幹相談支援センターの設置・運営に係る実態の把握 

（２）市町村間における先進事例の共有 

（３）市町村における基幹相談支援センターの設置及び運営の見直しに係る機運の醸成 

 

２ 内容 

（１）基幹相談支援センターの制度及び県内の設置状況等についての説明 

（２）県内における先進事例の報告 

（３）グループワーク 

① 基幹相談支援センターの設置及び運営の見直しにより強化される地域相談支
援機能の検討 

② 各自治体における基幹相談支援センター設置及び運営の見直しに係る課題の
抽出 

③ 当該課題の解消に向けた取組みの検討 
 

３ 開催時期 

  平成 28 年 3月 

 

４ 対象者 

  市町村の相談支援担当職員並びに市町村協議会相談部会委員又は基幹相談支援セ

ンター職員等 

 

５ その他 

（１）本研修会は、継続的に開催することとする。 

（２）研修会の事前に行う設置状況等に係る調査結果及びグループワークの内容につい

ては、相談支援専門部会での検証を経て、以後の取組みに活用する。 

資料４ 


